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Ⅱ　2012年度（平成24年度）文学部 学年暦

授 業 日 程 行 事 予 定 備 考

前

期

セ

メ

ス

タ

４月12日㈭

～

15週
（75日）

７月31日㈫

〈履修登録：全学部共通〉
○登録期間 ４月12日㈭

～

４月25日㈬
○修正期間 ４月26日㈭

～

５月７日㈪
○取消期間 ５月８日㈫日

～

５月14日㈪

・７月17日㈫は、月曜の授業
を行います。

４月１日㈰

～ 春季休業期間
４月７日㈯

４月６日㈮ 新入生ガイダンス
４月９日㈪ ２～４年生ガイダンス

６月２日㈯ TOEIC IPテスト
（１年次生（平成24年度入学者）対象）

８月１日㈬

～

夏季休業

９月30日㈰

８月１日㈬

～

試験・
補講期間

８月７日㈫

後

期

セ

メ

ス

タ

10月１日㈪
４週２日

～ （22日）
10月31日㈬

11月６日㈫
６週３日

～ （33日）
12月21日㈮

１月７日㈪
４週

～ （20日）
２月５日㈫

〈履修登録：全学部共通〉
○登録・修正期間

10月１日㈪

～

10月15日㈪
○取消期間 10月16日㈫

～

10月22日㈪

・１月８日㈫は、金曜の授業
　を行います。

11月１日㈭

～ 大学祭
11月４日㈰
11月５日㈪ 創立記念日

（大学祭　片付け）

12月24日㈪

～ 冬季休業期間
１月５日㈯

１月18日㈮ 臨時休業日
（大学入試センター試験準備）

２月14日㈭
臨時休業期間

～ ３月22日㈮ 卒業式
３月31日㈰

30週

２月６日㈬

～
試験・
補講期間

２月13日㈬

・１月30日㈬は、月曜の授業
　を行います。
・２月５日㈫は、金曜の授業
　を行います。

・２月13日㈬は、
　月曜の試験・補講を
　行います。

Ⅰ　2012年度（平成24年度）カレンダー

月曜日の14回目の授業を１月30日（水）に行う。
金曜日の15回目の授業を２月５日（火）に行う。
試験・補講期間：２月６日（水）～13日（水）

大学祭：11月１日（木）～11月５日（月）（片付け含む）
創立記念日：11月５日（月）　　
冬季休業期間：12月24日（月）～１月５日（土）
金曜日の11回目の授業を１月８日（火）に行う。

※２月13日（水）は月曜日の試験・補講日とする。

入学式：４月９日（月）
ガイダンス等：４月６日（金）～９日（月）
６月２日（土）TOEIC－IPテスト
※１年次生（平成24年度入学者）が対象　
月曜日の13回目の授業を７月17日（火）に行う。
試験・補講期間：８月１日（水）～７日（火）
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文学部へようこそ

　いま「大学の国際化」，あるいは「グローバル人材の育成」などが大きな課題としてしばしばマスコミな

どにも取り上げられています。でもどうしたら「国際化」しているとか，世界に通用する能力を持った人材

と言えるのでしょうか。

　たとえば，英語をはじめとする外国語に堪能なことでしょうか？　もちろんそれも必要な条件の一つであ

ることは間違いありません。言葉は意思疎通を図るための最も重要な手段ですから。でもそれはあくまでも

手段，ないし道具に過ぎないのかもしれません。ならば，諸外国の文化や社会について幅広く知っているこ

とでしょうか？　確かに外国語に一定の能力を示し，現地の文化や社会についての知識もあるならば，申し

分ないように思われます。

　しかしそれ以前にもっと重要なことがあるのかもしれません。それは第一に，異文化に対して心を閉ざす

ことなく，好奇心に裏付けられた柔軟な感性をもって飛び込んでいける，しなやかな行動力と適応力です。

そして第二に，根拠に基づいて論理的に自分の考えを整理し，それを言葉にして伝える能力も必要不可欠で

す。こうした能力は自らまず一歩を踏み出してみなければ，身につくものではありません。たぶんそれは誰

に頼るでもなく，自らの意志（と少しの勇気）によって獲得しなければならないものなのでしょう。

　とは言え，千葉大学，そして文学部にはみなさんが一歩を踏み出すための基礎力を養成し，みなさんの背

中をあと押しするための様々なツールがそろっています。たとえば多様な言語・文化に対する理解を育むこ

とは文学部のもっとも得意とするところではないでしょうか。普遍科目を含めれば文学の教員が教えている

外国語等は10言語以上に及びます。当然文学部のスタッフは，これらの言語を使用して，現地における調査・

共同研究・研究報告などを随時進めています。また，必ずしも異文化研究を専門にしていないスタッフの場

合においても，グローバルなレベルの共同研究等はたいへん盛んです。つまり，みなさんが望むならば，様々

な異文化へと通じるたくさんの扉＝たくさんの言語を習得することも，国際的な共同研究が実践されている

現場の雰囲気に触れることもできるでしょう。可能性は常に開かれているのです。

　また，根拠に基づいて論理的に自分の考えを整理し，それを言葉にして伝えることは，文学部の学問がも

っとも重視するところ，ないし，多様な文学部の学問における共通の目的であると言ってもいいのかもしれ

ません。文学部の学問は外から見るとその多様性─人文科学は，感覚・認知・思惟・言語・文化・歴史など

人間のあらゆる側面を検討対象としています─ゆえにイメージがつかみにくい，とよく言われます。しかし

ながら私は，文学部の履修のおおきな目的は「文」の一文字に集約されるように感じています。学生諸君が

自ら疑問を抱いて課題を設定し，その課題を解くために必要な資料を自力で収集・分析し，得られた結果を

論理的・説得的な「文」として練り上げ，伝える，説得する能力を錬磨することこそが，文学部における学

習の総仕上げである「卒業論文」の目的です。

　そう考えていくと，はやりの（？）「国際化」と言っても何も特別なことではなさそうです。むしろ大学

における学問の基本こそが世界へと続いていく扉の入り口なのでしょう。さあ，どうか恐れずに進んでくだ

さい。進むのはみなさんです。でも私たちはそれをしっかり手助けしたいと願っています。

 文　学　部　長  　　　　　　

� 山　田　　　賢　　
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　Ⅰ　教育職員免許状の取得について ･････････････････････････････････････････････････････････････････  32
　Ⅱ　学芸員資格の取得について･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････  43
　Ⅲ　司書資格の取得について ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････  44
　Ⅳ　日本語教育コースについて･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････  47

４　その他
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　Ⅴ　事務手続について ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  64
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１　履修の仕方

Ⅰ　履修の心得

　文学部に所属する学生は，「千葉大学学則」「千葉大学普遍教育等履修細則」「千葉大学文学部規程」（２－

Ⅰ），そして「文学部履修要項」（２－Ⅱ）にしたがって履修することになります。

　まず，文学部での履修について，もっとも基本的な次のことを心得ておいてください。

１） １学年（academic year）は，前期セメスター（semester　４月～９月）と後期セメスター（semester　10月～

３月）の２学期制です。

２） 授業は，次のような時間割で組まれています。

　　　１時限　８：50～10：20

　　　２時限　10：30～12：00

　　　３時限　12：50～14：20

　　　４時限　14：30～16：00

　　　５時限　16：10～17：40

　　各時限の授業は90分間ですが，１回につき２時間の授業を受けたものとされます。

３） 文学部で開講される専門科目は，セメスターごとに講義・演習は15回（30時間）で２単位，実験・実

習は15回（30時間）で１単位が与えられます。

４） 文学部で開講される授業科目はセメスターごとに単位が認定されますが，授業科目によっては，同一

セメスターに２つ以上の授業科目をセットで受講すること，同一年度に前期・後期を連続して受講する

ことが求められるものがあります。

５） 単位修得の試験に関しては以下の「規則」が適用されます。

　ａ．試験の際は，学生証を必ず机上におくこと。

　ｂ．試験開始後20分以上遅刻したものは，原則として受験できない。

　ｃ．試験開始後20分経過しなければ，退出はできない。

　ｄ．試験中に不正行為，あるいはそれとまぎらわしい行為をしてはいけない。

　　　不正行為があった場合は，学則の定めるところにより懲戒処分の対象となる。

６）履修に関する質問は，各学科教務委員の先生に問い合わせてください。教務委員の先生は毎年変わり

ます。どの先生が教務委員なのかについては，掲示を確認してください。

Ⅱ　履修の仕組み

１） 文学部を卒業するのに必要な単位（卒業要件）は，次のように合計124単位（先進科学プログラム人

間探求コースのみ合計140単位）と定められています（表１参照）。ただし，これは最低の要件であり，

それぞれの必要単位を超えて履修することを妨げるものではありません。各自の関心と必要に応じて積

極的に学習してください。
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２）諸注意

ａ． 本学部に入学する前に他の大学等で修得した単位，あるいは入学後に海外の協定大学等で修得した

単位については，審査の上，合わせて60単位まで卒業要件に認定されます（Ⅸ参照）。

ｂ． 外国人留学生の卒業要件も基本的には同様です。違いについてはⅩで説明します。

ｃ． 先進科学プログラム人間探究コースの履修については，Ⅺで説明します。

ｄ．  ３年次編入学生は，14頁の規程第９条にかかわらず，教養コア科目または教養展開科目から計12～

15単位を履修してください。

ｅ． 科目の履修については年次が指定されています。当該年次で単位を修得しなかった場合はそれ以降

に履修することもできますが，学習上必要な情報が含まれていますので，特に「必修科目」は指定

年次に履修して下さい。

ｆ． それぞれの科目は１度しか単位として認定されません。ただし，科目名に「ａ，ｂ…」がついてい

る場合は，それぞれ別の科目とします。

ｇ． 単位認定，卒業認定については，「文学部履修要項」（２－Ⅱ）の規則が適用されます。

ｈ． 本学部では，単位上限制を導入しています。詳細について�で説明します。

Ⅲ　普遍教育科目の履修

　文学部の学生は，各学科での専門教育科目を履修することによって専門分野の学習を深めることが求めら

れるのは当然ですが，同時に自己の専門をより広い学問世界の中に位置づけるために，全学で運営される普

遍教育科目を履修することになっています。

　普遍教育に関する履修の詳細については『Guidance 2012』を参照してください。

（表１）

学　　科　　名

普　　遍　　教　　育　　科　　目 専門教育科目 卒

業

論

文

自

由

選

択

卒

業

単

位

数

英

語

科

目

初
修
外
国
語
科
目

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
目

教
養
コ
ア
科
目

教
養
展
開
科
目

計

文
学
部
共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

専

門

科

目

行 動 科 学 科
4～8

（6～10）0～4 2 1～2
6 6～9 26

（28） 8～16
18
（30）

44～52
（46～54） 8 12 124

（140）8～10（10～12） 〈12～15〉

史 学 科
4～8 0～4

2 1～2
6 6～9

26 8～16 30 36～44 8 8 124
8～10 〈12～15〉

日 本 文 化 学 科
4～8 0～4

2 1～2
6 6～9

26 8～16 26 36～44 8 12 124
8～10 〈12～15〉

国際言語文化学科
4～8 0～4

2 1～2
6 6～9

26 8～16 30 36～44 8 8 124
8～10 〈12～15〉

　備考　（　）は先進科学プログラム（人間探求コース）を履修する学生の場合を示す。
　　　　〈　〉は３年次編入学生の場合を示す。
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　文学部の学生は，卒業までに普遍教育科目26単位を修得しなければなりません（表１参照）。

　普遍教育科目は以下のように構成されています。

１）英語科目

２）初修外国語科目

　ドイツ語・フランス語・中国語・スペイン語・イタリア語・朝鮮語（韓国語）・ロシア語が開講されて

います。０～４単位必修となっていますが，文学部の学生は，英語以外の外国語も積極的に履修すること

が望まれます。

３）情報リテラシー科目　

　コンピュータ・ネットワークの原理と倫理を学ぶとともに，情報処理の実習を行います。

　文学部学生に指定されたクラスで受講してください。

４）スポーツ・健康科目

５）教養コア科目

　複数分野の導入的な知識と学問観を修得するとともに，それを通して学問そのものへの興味・関心を喚

起することを目的とした科目で，以下の６群に分けられます。

　Ａ．論理と哲学　　Ｂ．こころと発達　　Ｃ．芸術と文化

　Ｄ．社会と歴史　　Ｅ．くらしと環境　　Ｆ．いのちと科学

　各科目群で並列開講される科目のうち１科目を選択し，全科目群で１科目ずつ，即ち，合計６科目６単

位を履修します。１科目は１単位（半セメスター）です。

６）教養展開科目

　教養コア科目の履修を通して喚起された学問への興味・関心を拡大，深化させ，豊かな教養へと結びつ

ける科目です。自らの関心に応じて選択します。教育職員免許状，学芸員資格，司書資格などを取得する

のに必要な科目の一部も開設されています。

その他

ａ）学部開放科目

　文学部および各学部で開講している科目の中で普遍教育のために「学部開放科目」とされているもの

は「教養展開科目」の単位として認定されます。ただし，所属学科の「学部開放科目」は専門教育科目

となるので，教養展開科目とは認定されません。

ｂ）放送大学の開講科目

　放送大学で開設されている授業科目で本学の指定した科目を普遍教育科目として履修することができ

ます。ただし，受講するには放送大学の規則によって手続きと費用が必要です。

　詳細は『Guidance 2012』を参照してください。

ｃ）千葉圏域コンソーシアム（神田外語大学・敬愛大学・城西国際大学）

　本学は，神田外語大学・敬愛大学・城西国際大学との間で「千葉圏域コンソーシアム」を形成し，単

位互換協定書を取り交わしています。各大学の開放科目について，「特別聴講学生」となって単位を修

得すれば，普遍教育科目等の単位として認定されます。

　履修希望は，普遍教育ホームページ（http://www.fuhen-chiba-u.jp/）または，普遍教育担当窓口にて

募集要項等を確認し，手続きを行ってください。出願期間・方法については，大学によって異なります。
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Ⅳ　専門教育科目の履修

　専門教育は，文学部学生の学習の中心となるものです。千葉大学文学部は他の学部，さらには他大学の文
学部と比較しても非常に多彩な授業科目を開設しています。そのため，学生は自分の関心に応じた，かなり
自由な授業選択が可能となっていますが，同時に文学部では，学部教育は特定の専門分野に限らず，幅広く
人文科学に関わる基礎的な知識を学ぶ機会でもあると考え，カリキュラムに「文学部共通科目」を設けて履
修を求めています。
　文学部の学生は卒業までに各学科で定められた専門教育科目（行動科学科・日本文化学科は計78単位，史
学科・国際言語文化学科は計82単位）および卒業論文８単位を修得しなければなりません。
　専門教育科目は，学科によって卒業要件が異なっています（表２参照）。
　なお，先進科学プログラム人間探求コースの卒業要件については，別に定められています（Ⅺ参照）。

　１）文学部共通科目

　文学部の学生は，文学部共通科目を８～16単位履修しなければなりません。文学部共通科目の中の
〈人文科学の現在１～８〉は，特定のテーマのもとに人文科学の先端的な課題を学外から招聘した講師
に多方面から講義してもらうプロジェクト型科目として設定されています。文学部では，このプロジェ
クト型科目を４単位以上履修することを推奨しています。なお，「文学部共通科目」は，Ⅶで説明する
「西千葉地区共通化科目」とは別のものですので注意して下さい。

　２）専門基礎科目

　専門基礎科目には，各学科ごとに履修年次指定のある（選択）必修科目が含まれており，（選択必修
の場合は選択の上）必ず履修しなければなりません。講座やコースなどへの「振り分け」を行う学科で
は，講座やコースなどが強く推奨するカリキュラム・科目があります。３年次編入生には個別に指導し
ます。

　３）専門科目

専門科目は授業の形態や内容によって以下の２群に分けられます。
　講義科目
　　それぞれの専門分野の概説や，専門的な領域についての講義（選択科目）
　演習・実習科目
　　学生の主体的な参加による資料の分析や討論，調査や実験を行う科目（選択科目）

（表２）

専　門　教　育　科　目

文学部共通科目 専門基礎科目
専　門　科　目 計

講　義　科　目 演習・実習科目
行 動 科 学 科 ８～16 18 24～32 20 78
史 学 科 ８～16 30 区分無しで　36～44 82
日 本 文 化 学 科 ８～16 26 区分無しで　36～44 78
国際言語文化学科 ８～16 30 20～28 16 82
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Ⅴ　卒業論文

１ ）卒業論文は，１月12日17時まで（時間厳守）に，学部学務グループ窓口に提出して下さい。ただし，

１月12日が土・日・月曜日にあたる場合には，「成人の日」の翌日の火曜日17時を提出期限とします。

２ ）卒業論文を提出する際には，あらかじめ「卒業論文題目届」の用紙を学部学務グループから受け取り，

卒業論文１部に添えて提出して下さい。

３ ）前期卒業を予定している人は，掲示に注意し，学部学務グループに確認して下さい。

Ⅵ　自由選択

　原則として千葉大学で開講されているすべての科目について，修得した単位が自由選択として認定されま

す。次のⅦに挙げる「西千葉地区共通化科目」は，他学部からの聴講をあらかじめ認めた上で開講されてい

ますので，受講手続きが他の科目に比べて簡便になっています。また学科によっては受講を推奨している科

目もあります。

Ⅶ　西千葉地区共通化科目

　「西千葉地区共通化科目」とは，他学部で開講されている授業を文学部の科目として履修できるようにあ

らかじめ指定されている科目です。具体的には以下の表に示すように，法経学部と教育学部の開講授業から

選択されています。これらの科目については原則的にすべて自由選択として認定されます。ただし，一部の

学科では専門科目として認定される科目もあります（「※」参照）。また，この「西千葉地区共通化科目」は，

「文学部共通科目」（P.29〜30参照）及び「学科間共通化専門科目」（P.31参照）とは別のものですので注

意して下さい。

　この「西千葉地区共通化科目」を受講するにあたっては，次のことに注意して下さい。

　１）隔年開講の授業もあり，毎年開講されているとは限りません。

　２）それぞれの科目の事情により，受入れ人数が制限されることがあります。

１．法経学部（平成24年度）

会社法

労働法

比較政治Ⅰ・Ⅱ

政治哲学特講Ⅰ・Ⅱ

政治思想史Ⅰ・Ⅱ

経営管理総論

マーケティング論Ⅰ・Ⅱ
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２．教育学部（平成24年度）

国語学演習ⅠＡ　　

国語学演習ⅠＢ　　

国語学演習ⅡＡ　　

国語学演習ⅡＢ　　

国語学演習ⅣＡ　　

国語学演習ⅣＢ　　

日本の古典を読むⅡ　　　

中国古典学講義Ⅱ　

異文化コミュニケーションとジェンダー

現代文化論

社会学概論

食物栄養学

調理学

数とそのしくみ

いろいろな図形

長さ・面積・体積

身近な確率・統計

バイオメカニクス

スポーツ栄養学

スポーツ社会学

文化形成演習Ⅰ

児童心理学 ※ 行動科学科心理学講座が学生に
推奨する科目（行動科学科の学
生のみ，「専門科目（講義科目）」
として認定されます）。

学級の社会心理学

学習過程の心理学（小学校用）

子どもの人格発達
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Ⅷ　教育学部開講の教職関連科目について

　「他学部用」の授業が開講されているものについては受講可能です。ただし，あくまでも「他学部用」

の科目を受講することが条件となります。2012年度（平成24年度）の他学部用の開講科目は以下の通り

です。ただし免許法の改定との関係で，今後，科目名称の変更，あるいは，なくなる科目もあることに

注意してください。

現代教職論
教育制度論
教育学概論
教育方法論，特別活動論
教育心理学
教育課程論
道徳教育
生徒指導・教育相談・進路指導Ⅰ・Ⅱ
総合演習
社会科教育概論
社会科・公民教育論
社会科・地歴教育論
国語科教育概説Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
英語科教育法概論Ⅰ・Ⅱ
英語科教育法特論Ⅰ・Ⅱ
生涯学習概論

Ⅸ　特別な単位の認定

１）本学部入学以前に他大学等で修得した単位（既修得単位）の認定

　 　既修得単位は学生から提出された既修得単位認定申請書を審査の上，下記２）の単位とあわせて60

単位まで卒業要件単位として認定されます。

２）外国の大学で修得した単位の認定

　 　千葉大学の派遣留学制度に基づき千葉大学が交流協定を結んでいる外国の大学へ留学した場合，留学

中に修得した単位は，学生が提出した単位認定申請書を審査のうえ，上記１）の単位とあわせて60単

位まで卒業要件単位として認定されます。

　 　学部に対応する既存の授業科目がない場合でも，「派遣留学認定科目」として８単位まで認定されます。

３）「短期留学国際プログラム」の単位の認定

　 　「短期留学国際プログラム」とは本来，千葉大学に短期で留学してくる留学生のための外国語で行わ

れる授業です。文学部の学生は所定の手続きをすることで受講できます。このプログラムの授業の単位

は，自由選択として認定されます。

　＊ 以上の特別な単位認定に関する申請の手続き等については，学部学務グループに問い合わせてください。
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Ⅹ　外国人留学生の履修

　文学部の外国人留学生の卒業要件は，基本的には他の学部学生と変わりません。前記ⅠからⅨまでの説明

をよく読んでください。異なる点について説明します（表４参照）。

（表４）

学　　科　　名

普　　遍　　教　　育　　科　　目 専門教育科目 卒

業

論

文

自

由

選

択

卒

業

単

位

数

日

本

語

科

目

　  ※

日
本
事
情
科
目

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
目

教
養
コ
ア
科
目

教
養
展
開
科
目

計

文
学
部
共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

専

門

科

目

英

語

科

目

行 動 科 学 科 4～6 2～4 4 2 1～2 6 4～5 26 8～16 18 44～52 8 12 1248

史 学 科 4～6 2～4 4 2 1～2 6 4～5 26 8～16 30 36～44 8 8 1248

日 本 文 化 学 科 4～6 2～4 4 2 1～2 6 4～5 26 8～16 26 36～44 8 12 1248

国際言語文化学科 4～6 2～4 4 2 1～2 6 4～5 26 8～16 30 36～44 8 8 1248
※　英語を母語・母国語とする人は，英語以外の外国語から履修すること。

　１）普遍教育科目について

ａ． 外国語科目のうち，日本語科目として，「日本語３＊」と「日本語４＊」（＊には数字が入る）から 

４～６単位を，英語科目は２～４単位（英語を母語・母国語とする者は，英語以外の外国語）を履

修しなければなりません。

ｂ． ただし，日本留学試験の成績が一定の点数以上の学生は，日本語の必修単位のうち２単位を指定の

科目（「日本語の文法」，「隣人を知る」，「日本語の特徴」，「日本語の諸相」）のひとつで振り替える

ことができます。

ｃ． 普遍科目として，「日本事情１～10」から４単位を履修しなければなりません。この科目は教養展

開科目（国際性を高める）のカテゴリーにも入っていますが，必修単位数までは「日本事情科目」

で登録してください。４単位を越える分については，教養コア科目，教養展開科目のいずれかに振

り替えることができます。

　２）専門教育科目について

　留学生向けに開講される「日本を学ぶａ，ｂ」「日本研究入門ａ，ｂ，ｃ」を，合わせて８単位までを限

度として履修できます。これらは所属学科を問わず，専門教育科目（文学部共通科目，ないし専門科目

（「講義科目」「演習・実習科目」）として認定されます。
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Ⅺ　先進科学プログラム人間探求コースの履修

　文学部では，理学部・工学部と連携して，高い理数系の能力を持つ学生を早期に入学させ，人間性の科学

的理解に関する学習を推進させるための「人間探求コース」を実施しています。

　先進科学プログラム人間探求コースの学生は，基本的には文学部行動科学科の学生として扱われますが，

科目履修に関しては次の表５を参照して下さい。その他の事項については，先進科学プログラムの履修案内

を参照して下さい。

（表５）

普　遍　教　育　科　目 専門教育科目 自

由

選

択

卒

業

論

文

卒

業

単

位

英

語

科

目

初
修
外
国
語
科
目

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
目

教
養
コ
ア
科
目

教
養
展
開
科
目

専
門
基
礎
科
目

専門科目 学
部
共
通
科
目

講

義

科

目

実
習
・
演
習
科
目

6～10 0～4
2 1～2 6 6～9 30 22～30 24 8～16

12 8 140累計  10～12

累計  28 累計  92

　

Ⅻ　科目登録

　千葉大学では，Webページによる履修登録を行っています［下記６）の場合を除く］。

１ ）履修する科目の登録は，年度の始まりに，前期セメスター，後期セメスターのすべてについて行いま

す。別途指定された登録日時（裏表紙裏「2012年度（平成24年度）文学部学年暦」参照）までに手続き

を完了してください。なお，後期セメスターの初めにも，追加・変更登録を行うことができます。

２ ）履修登録の詳細については，『履修登録・成績入力システム操作マニュアル』を参照してください。

　URLはhttp://registration.ss.chiba-u.jp/です。このURLには，大学内のネットワークに接続されたコン

ピュータからのみアクセスできます。なお，WEB履修登録の際，システム上の理由により，登録され

た授業科目の科目区分が適正とは限らないことがあります。履修登録の際は，科目区分が間違っていな

いか，「文学部履修案内」等を参照しながら行ってください。WEB履修登録した授業科目の科目区分に

ついて疑問がある場合には，早急に学務グループに問い合わせてください。（登録内容の適正性の判定

は，あくまでも「文学部履修案内」等に記載されている履修基準によります。）

　また，文学部独自のシラバス閲覧システムが用意されており，こちらは学外からもアクセスできます。

URLはhttp://www.L.chiba-u.ac.jp/Syllabus/です。

３）履修登録が完了したら，画面上で履修登録内容の確認を行い，さらに「履修科目登録確認表」（時間割）

をプリントアウト若しくはPDFダウンロードしてください。この「履修科目登録確認表」には履修登
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録した科目や単位集計表の内容が記載されますので，各自で大切に保存してください。

４）履修登録をしていない授業科目については，原則として単位を修得することができません。

５）履修登録期間外に授業科目の登録や取消しをすることは原則としてできません。また，後期の履修登

録期間において，通期科目を削除することはできません。

６ ） 「学部開放科目」や「西千葉地区共通化科目」「他学部用教育学部教職科目」として指定されているも

の以外の他学部開講科目を履修する場合には，巻末綴込の「他学部履修許可願」「履修登録用紙」を提

出することが必要です。

�　単位上限制

・文学部では学生の自宅学習を含む学習活動を活性化し，同時に厳格な成績の評価を実施するため，１年

間に履修登録できる単位数に上限を設けています。

・１年間に履修登録できる単位数の上限は，行動科学科　56単位，史学科　60単位，日本文化学科　56単

位，国際言語文化学科　56単位です。

・次の各号のいずれかに該当する者および授業科目には，単位上限を適用しないこととします。

⑴ 　前年度に履修登録した単位数の80％以上で成績が優以上であった者

⑵ 　３年次編入学試験によって入学した者および先進科学プログラム人間探求コースに入学した者

⑶ 　資格を取得するための授業科目で卒業要件に含まれない授業科目

⑷ 　その他，文学部で認めた者および授業科目

�　GPA（Grade Point Average）「科目成績平均値」について

　文学部では，科目履修に当たって，学習到達度を測定する方法としてGPA（科目成績平均値）を算出し，

学生に通知することになりました。2007年度入学生から適用されます。

　GPAは次のように算出されます。

（4.0×秀（S）の修得単位数＋3.0×優（A）の修得単位数＋2.0×良（B）の修得単位数＋1.0×可（C）の修得

単位数）÷総履修登録単位数（「不可（F）」の単位数を含む）

　ただし，他大学で修得した単位互換科目，認定科目，および卒業要件とならない科目は，GPAの算出か

ら除外されます。

　GPAで注意すべきことの一つは，履修登録して途中で履修をやめた授業科目をそのままにしておくと，

不合格と同じ扱いになってしまい，GPAが低くなるということです。

　履修をやめる場合には，履修取消期間内に，必ず履修の取り消しを行ってください。

�　単位認定

１）単位の認定は，「Ⅻ　科目登録」に示された所定の要領に従ってあらかじめ登録した科目についての


